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16.  Abstract 

この研究は転がり抵抗の現在の両端にあるタイヤを使用することが，米国におけ

る軽車両の燃費にどのような影響を与えるのかを調べるために計画された．分析は，

コンシューマーユニオン(コンシューマーレポートの出版社)による均一なテスト条件
下から得られた 63 モデルのタイヤにおける転がり抵抗の測定値に基づいた．これら
のタイヤは、米国市場の軽車両における現在利用可能な T-, H-および V-スピード記号
のタイヤの断面を表しています．63モデル全てのタイヤは，同じ荷重(1,033.9 lbs)で同
じ空気圧(37.9 psi)で評価されました．分析はそれぞれの速度記号毎と全ての組合せで
実行されました．データは転がり抵抗のそれぞれの分布での中央値，最大値が，そし

て，4つパーセンタイル(10th, 25th, 75th, 90th)で示されています． 
検討した全てのタイヤの組合せにおける転がり抵抗（RRF）は 10.28 lbs の中央値

で，6.89 lbs から 12.50 lbs の範囲であった．軽車両の公道における現在の平均燃費
が，21.4の mpgであると考えると(我々のタイヤサンプルの中央値 10.28 lbsの RRfで
得られると推定される)，得られた両端の転がり抵抗は，結果として最大燃費 22.4 
mpg (6.89 lbsにおける)，最少燃費 20.7mpg (12.50 lbsにおける)に繋がっている．その
結果，得られた転がり抵抗両端をそれぞれ最少 505 ガロンと最大 547 ガロンの年間の
燃料消費量が得られる．2013 年のレギュラーガソリンの平均価格において，軽車両 1
台あたりの燃料消費量は，ガソリンの年間コスト 147ドルの差が得られた． 
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